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１．2021 年度感染予防環境下でのＳＰ参加型事前実習計画 

新型コロナウイルスへの感染予防対策（感染予防対策）の必要性が 2019 年度末から示され、東京

薬科大学（本学）では、2020 年度の授業を､感染予防環境下での形式として対面からオンラインへ

とカリキュラム変更を進めた。実務実習事前学習Ⅰ（事前学習Ⅰ）および実務実習事前実習（事前

実習）カリキュラムも､大学全体の感染予防対策方針（TOYAKU ルール）に準拠した実習実施方式

として､Web 授業に置き換えられた（１）。2021 年度授業からは、座学講義である事前学習Ⅰは、Web

授業が継続され、2020 年度のコンテンツを活

用しつつ、内容のブラッシュアップが図られ

実施された。一方で事前実習は、調剤やコミュ

ニケーションといった、手技や対面のスキル

を要するので、１グループ当たりの学生数を、

３５名前後に設定して授業内の学生密度を下

げたうえでの対面形式の実習を実施できるカ

リキュラムに変更された。この結果、事前実習

は、従来の１学科当たり３グループから４に

よる編成となり、事前実習内で実施される複

数の科目１当たりの実施数が、従来の３学科３グループ合計９回から、３学科４グループ合計１２

回へと、必然的に増加した。回数の増加は、時間編成、場所、担当教員配置、資材、そして模擬患

者（ＳＰ；Simulated Patient）運用、といった学習施設・資源の大幅な負担増で対応となった。（図 1） 

１−１感染予防体制の構築 

実習室の中での感染予防対策を、①学生が分散する場所、②学生個人の感染予防支援のための資

材、③実習室内の徹底換気、④飛沫防止する実習方法､といった対策を積み重ねることによって､い

わゆる「三密」を避けた対面実習方法で実施された。 

１−２実習室の感染予防対策 

実習室内のグループ机には､コミュニケーションのための会話が実習実施項目とされる科目（情

報系学習科目）で､周囲にアクリル板やクリアシートの幕といった､対面をできるだけセパレーショ

ンするパーティションが設置された。これらの科目では､患者／薬剤師のコミュニケーションを想

定しており､学生間の練習､学生とＳＰ参加によるロールプレイの実施､教員からのフィードバック

といった､会話への対策が重要となった。 

１−３学生および教員個人の感染予防対策 

学生は､実習開始前の指定時間までに二つの実習対象学生専用の事前集合教室に約７０名定員で

分散的に集合し､手指消毒､白衣､マスク､フェイスガードの装備を事前点検したのち､各学科内の指

図１.４グループ編成による事前実習カリキュラム 

学生密度を下げる目的に、通常３グループ１グループ最大４８名を４グル
ープに分割し、通常の時間帯に科目数を変えずに４グループを割り振られ
た事例、①は１〜４回の間にこの科目セット②が４回繰り返される１クー
ルを示している（例えば調剤科目「軟膏」は､１学科４回実施され､３学科
で合計１２回実施されるようスケジュールに割り付けられる） 

② 

① 
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定グループが、カリキュラムで指定された実習室に向かう形式とした。実習室への入退室の際に､学

生および教員は､消毒用アルコールによる手指消毒を必ず実施し､マスクとフェイスガートを常に装

備する事を実習実施の条件とした。そのため､各集合場所および実習室の出入口には､十分な数量の

押し込みポンプ式の消毒用アルコールスプレーが複数台（実習室出入口１０箇所に各４台＋その他

テーブル等１０箇所に１台＋実習室内の必要な化箇所８台､合計５８台）設置された。補充に必要な

消毒用アルコールは､教員が調整して十分な在庫量を定量配置で確保し（５L 容器４個を最大在庫に

週単位で在庫チェックし、消毒用アルコールを準備

し､容器に補充した）､常に各スプレーボトルに十分量

が補充される状態を維持するように管理・運用した。

図２は､消毒用アルコールの消費量を概算したグラフ

で､一定量の消費から､手指消毒の慣行実態をある程

度把握した。また､実習室内には､スプレーガン式の噴

霧器やペーパータオルを必要に応じて設置（カウンタ

ー机６台＋グループ机１０台＋調剤台１０台＋製剤

プラッテ２４台＋ＳＰ控え場所８台；合計５８台）し､

実習中のセッション単位や終了後に､その場所を利用

した学生や教員が使用した椅子や机といった什器表

面を消毒用アルコールによって拭き取る作業を必ず実施した。 

１−４積極換気補助機器としてのサーキュレーター・扇風機等の配置 

患者との会話を含むロールプレイを実施する科目の実習室は､グループ単位のロールプレイブー

スが常設されてり､ブースは物理的にコンパートメント化されている。これに加えて対面側をセパ

レーションするなどの対策の結果､局所的に換気が不十分になると考えられた。これを解消するた

めに､各ブース単位で小型のサーキュレータを設置し､開放された窓やドアからの換気が､実習室内

の局所で滞らないよう工夫された。さらに､実習後の学生が居ない時間に､室内の除菌や殺菌が期待

される空気清浄機やオゾン発生装置を設置し､実習終了時の消毒用アルコールでの拭き取りや清掃

に加えて、室内の衛生状態の維持に努めた。 

１−５患者対応のシミュレーションおけるロールプレイ方法の選択  

学外の市民ボランティアで構成される本学のＳＰが、社会的な新型コロナ感染予防対策の中で、

以前の通常時の様に本学に来校することが、実習実施にあたって慎重に検討するべき重要案件とな

った。複数回のシナリオの読み合わせ会（シナリオ勉強会）や、実習直前の準備・待機、そして実

習への参加といった、TOYAKU ルールやいわゆる「３密」を回避する方法に対応しつつ、学生実習

への参加による感染リスクをできるだけ下げる方法を検討せざるを得ない状況であった。当初から

ＳＰを利用してきた事前実習内の情報系実習科目について、シミュレーション・ロールプレイによ

る患者対応の練習やその学習効果を、カリキュラムレベルで再検討し、感染予防対策のためのＳＰ

利用を科目単位で再構築した。 

これまでの情報系学習科目の中で、ＳＰ対学生のロールプレイに加えて、事前の練習として学生

間のロールプレイを実施してきた。また、一つの科目の中で学生間のロールプレイをメインに据え

① 

② 

図 2.消毒用アルコールの充填量 

手指消毒用の消毒用エタノールを調整し、５L 備蓄用容器に
補充した量とその日をプロットしたグラフ；①2020 年度夏
期の補講実習時の感染予防対策下で最初の対面実習、②
2020 年度 OSCE 前の振り返り実習および OSCE、③2021 年度
前期の全面的な対面実習実施時、④2021 年度 OSCE 前の振り
返り実習および OSCE 

③ 

④ 
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て学習する方法も実施され、その方法が有効である事はすでに確認されていた。この方法は、ロー

ルプレイへの認識や必要性を学生自身に気づかせることに役立ち、同時にＳＰの運用負担を軽減す

る方法でもある。学生間とＳＰ利用によるロールプレイによる学習効果は、運用方法で十分な学習

効果が得られている（２）。そこで実習科目単位に、ＳＰとのロールプレイから学生間でのロールプ

レイに切り替え、学習効果とＳＰ参加による体験学習とのバランスとり、ＳＰ運用数を減らす方法

が検討された。その結果、これまで全てにＳＰが参加してきた全６科目中３科目のみをＳＰ参加型

の実習に切り替えて実施した。 

１−６．対面を前提としたＳＰ参加型事前実習の再開のための準備 

再開後の事前実習へのＳＰ参加は、ＳＰのシナリオ勉強会を含め、全て対面形式で実施する事を

前提とした。そのため感染予防対策の元で、対面のリスクを下げるためのさまざまな対応を検討し

た。対応すべき事案は、①2020 年度の大学の新型コロナの感染予防方針に鑑みたＳＰ活動の全面停

止措置によるＳＰのモチベーション低下の懸念、②①によるＳＰパフォーマンスの停滞、③本学の

感染予防体制へのＳＰの評価、④これら感染予防対策下でのＳＰの運用の方法、といった項目が予

測された。これらは、ＳＰ委員会の中で検討を進め、ＳＰを実習で運用する科目の主担当者および

ＳＰ研究会運用担当者が、従前項目①〜④の具体的な対応方法を検討した。 

 

２．再開実習のための対応課題の背景とその詳細  

①１年の活動停止によるＳＰのモチベーション低下の懸念 

ＳＰ研究会の例年の活動では、２〜３月の年度末に、「スキルアップのためのワークショップ」お

よび「ＳＰ交流会」を実施し、１年のＳＰ活動の振り返りと、次年度に向けたＳＰ活動の展望を確

認することで、本学のＳＰ参加型学習の意義と学習効果を再確認でき、ＳＰ自身のモチベーション

向上を図ってきた。また、同時期に次年度の実習カリキュラムに沿ったＳＰ活動の計画を進め、実

習への参加スケジュールやＳＰ個人の参加希望情報などの連絡と管理といった運用計画がすすめら

れる（３）。さらに、新規加入を目指した新ＳＰの養成といったスケジュールも組まれ、ＳＰ運用に

重要な期間となる（４）。具体的に、１）ＳＰ個人への実習・シナリオ勉強会スケジュールの連絡、

２）ＳＰからの参加希望の応答、３）参加希望を集計してＳＰの実習配置調整などをすすめ、４）

新年度早々に新年度実習参加確認となるＳＰのキックオフ会を開催、５）ＳＰシナリオ勉強会実施、

といった一連の行事が立て続けて実施される。この様な、１〜５）のＳＰ運用作業や行事の中で、

ＳＰの学習への参加意識が高まり、例年ＳＰ自身のモチベーションが再設定され、維持されてきた。 

2020 年度末２月からの感染予防対策では、３月下旬までに「2020 年度 ＳＰの実習参加延期のお

知らせ」をＳＰ委員会のＳＰ運用担当者側からＳＰ研究会会員（ＳＰ）に発出し、以上の重要なＳ

Ｐ運用作業や行事を全て「延期」という形で連絡し、事実上のＳＰ研究会活動の停止をせざるを得

ない状況となった。これまでＳＰ研究会として積み上げてきた行事は、ＳＰの意見や運営へのフィ

ードバック、ＳＰの実習内の観察からの対応といったＳＰ活動の活性化を考えを収れんしてきた成

果ともいえるので、活動の中断によるＳＰのモチベーション低下が最も懸念された。特に高齢者の

占める割合（70 才以上が 85％）が大きく、この中断を機会に、ＳＰ活動からの引退を検討すること

も考えられた。実際に高齢による生活環境の変化などから、引退の事例が数件相次いだ。現在のＳ
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Ｐ研究会の会員は、殆どが会員紹介で、「仲間」として成長した部分もあり、引退の連鎖も懸念され

た。 

②ＳＰパフォーマンスの停滞 

ＳＰパフォーマンスとは､１）複数のシナリオを実施できる､２）学生とロールプレイできる､３）

学生の学習に必要なＳＰを実施できる､４）シナリオ上のＳＰと個のこころを折り合わせてことが

できる、といった要素から説明できる（５）。 

通常の実習では、これまで６科目にＳＰが自由選択して参加可能な、６つの基本的なＳＰシナリ

オが存在している（５）。科目によっては、場面を切り替える事により、１つのシナリオから２〜４

へとバリエーションが広がり、その中で学生とロールプレイするといったシミュレーションをＳＰ

が操ることになる。一回一回の学生とのロールプレイがＳＰシミュレーション・ロールプレイ実施

の醍醐味でもあり、複数のシナリオのＳＰを実施し､ロールプレイをこなすことが各ＳＰの目標で

もある。実際には、科目選択（シナリオ選択）をＳＰの希望や実際の実習実施から統計すると、１

つの科目に絞ろうとするＳＰや、多数の科目を選択してさまざまなシナリオを実施するＳＰなど､

ＳＰの志向は画一的ではないが､70％のＳＰ研究会会員は､複数のシナリオの実施を希望する（６）。 

ＳＰへの個別の聞き取りから、「シナリオに対する興味や解釈」は､ＳＰの個人背景によって異な

ることが分る。ＳＰ個人に任せてシナリオを覚え、その内容を話せるようになってもらうだけでは､

学生の学習の場に必要なＳＰへと養成されない。実際に学習の場のロールプレイでシナリオを実施

するためには、シナリオ勉強会に参加し、他のＳＰの仲間と共にシナリオの意図やその解釈への疑

問などを討議する必要がある。さらに自身がシナリオを実施するために必要なシナリオ上のＳＰの

内面と､ＳＰ自身の個の「こころ」とを折り合わせるといった「シナリオに対する納得できる気持ち」

を得る練習が必要である。シナリオ勉強会は､シナリオの意味を学び､個人の個性にシナリオの情報

が結合した結果として､「シナリオに沿って」かつ「自発的」なＳＰになるための探究の場となり、

学生の学習の場に必要なＳＰスキルを身につけさらに練度を高める場となる（３，６）。またＳＰ間

で繰り返し実施されるロールプレイ練習は､学びの思い出しや､身につけたスキルを維持するといっ

た、ＳＰパフォーマンスを保つために必要不可欠なルーティーンである。 

この様なシナリオ勉強会は、これまで滞る事無く実施され、ＳＰ研究会会員の協力により、本学

のシナリオ勉強会の運営方法や実施の意義が､ＳＰ研究会会員によって自発的に練り上げられてき

たといえる。実際に、ベテランのＳＰ研究会会員は、シナリオ勉強会への複数参加（通常は最低１

回参加）や、事前のシナリオ読み合わせを熱心に進め、実習後のＳＰ自身からのフィードバックも

十二分に行う姿がみられ､ＳＰの中で影響を与える存在となる。 

ＳＰパフォーマンスは、これまでのシナリオ勉強会や実習時のロールプレイおよびそのフィード

バックによって維持されてきている。そのため、感染予防対策による１年間の停止が、どのような

影響をＳＰパフォーマンスに与えるのかは、教員側も測りかねる事態となった。 

③本学の感染予防体制へのＳＰの評価 

１年間のＳＰ活動の休止状態から、再開に当たっては、十分な情報を提供して本学の感染予防対

策をＳＰが知り、安心してＳＰ活動ができる事が重要だと考えられた。一方で、ＳＰ自身の新型コ

ロナに対する社会的感染予防への思いなどを大学側が知る事も重要で、そのための調査を進め、さ
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らに大学の感染予防対策にＳＰからの評価を得る事が実習参加の再開には重要だと考えられた。 

④感染予防対策下でのＳＰの運用の実際 

大学施設、学生、教員および実習の運用全てを、感染予防対策の装備や運用で行うと同時に、来

校したＳＰにも、自己防御としての感染予防対応の実施が必要だと想定した。ＳＰは、基本的にフ

ェイスシールドを装備し、十分な手指消毒や、ベッドサイドでの消毒用アルコールでの拭き取りの

ための装備や感染予防の動作を説明された。SARS-CoV-2 対応ワクチン（新型コロナワクチン）の

接種状況が実習参加への重要な判断ポイントになることが事前の検討でも想定されていたが、実習

再開後の感染の不安についての任意の聞き取りで、概ね接種済である事がＳＰ自身の安心のベース

になっていると推察された。しかしながら、実習期間内を、安全かつストレスを抱えることなく、

ＳＰ活動できるかどうかのＳＰ自身の大学内での動きの想定や観察が、再開された実習中のフィー

ドバックの内容からも、より充分に実施される必要であると推察された。 

 

３．再開実習へのＳＰ参加募集準備とＳＰの意識調査 

３−①休止期間のモチベーション維持 

2020 年７月以降の新型コロナウイルスによる感染症の社会的広がりの様子の変化や、大学内での

対面学習の再開などは、これまで試行錯誤であった対応が効果的であった事を踏まえ、2021 年度の

ＳＰの実習への参加が検討の視野に入ってきた時期である。2020 年度薬学共用試験（OSCE(Objective 

Structured Clinical Examination；客観的臨床能力試験)）は、３領域３科目で実施され、いわゆる情報

領域（情報系）の「患者への対応」とする課題に、標準模擬患者（Standardized Patient ; ＳｔＰ）が

必要となった。まずはＳｔＰを薬剤師や看護師経験のあるＳＰ研究会会員から個別に当たって募集

を図り、ＳＰ活動の再開が模索された。その結果、OSCE 前の振り返り実習に相当する実務実習事

前学習Ⅱおよび OSCE に必要なシナリオ勉強会も含めて、参加できる本学ＳＰ研究会会員が 11 名

および外部からの協力招聘となった 13 名、合計 24 名がＳｔＰで運用する事が可能となり、2020 年

度 OSCE を公正に実施する事ができた。 

2020 年度内の大学の感染予防対策や今後のＳＰ活動のお知らせ及び OSCE 実施関連となる限定

された活動の報告を含めたＳＰ研究会会員へのお知らせを、2020 年 12 月から再開始し、それまで

の忍耐的延期から再開への機会作りにすることが検討された。そこで、2019 年までのＳＰ活動を振

り返りかえってのエピソードを任意に作文するアンケート形式の課題を、お知らせに折り込み、Ｓ

Ｐ研究会会員とＳＰを必要とする大学との絆を結び付ける方法を試行した。 

３−②ＳＰパフォーマンスの振り返り 

３−①の任意に作文するアンケート形式の項目には、会員の 20％にあたる方々から、熱心な回答

がよせられ、以下の様なコメントが共通した。１）学生の態度が嬉しい、２）評価教員による対応

にＳＰとして常に緊張感を持つ、３）学生とのロールプレイそのものが勉強になる、４）勉強会が

楽しい、といったＳＰのパフォーマンスに関する内容が含まれ、これまでのＳＰ養成そのものが期

待通りに行われてきたことを、運用側が改めて確認する機会にもなった。このアンケート形式は、

2021 年度実習再開後にも追調査に再度使用され、更に対象者の 20％の会員の方々からの回答が積

み上げられ、合計として 2021 年度実習参加のＳＰ研究会会員の約 50％から回答が得られた（これ
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らの結果、概ね上記同様の共通コメントが得られ、これらの最終集計は別途研究対象として公開さ

れる予定である）。 

３−③2021 年度実習へのＳＰ参加のための意識調査 

2021 年度実習へのＳＰが思う再開される実習への参加のための条件を、より具体的に知る必要が

あった。そこで 2021 年 2 月に次年度にＳＰ参加再開を目標として、ＳＰが感染予防対策下で参加

する場合の条件となると想定した項目を設定し、ＳＰの意識を調査した（図３）。これらの調査では、

１）実習参加を再開する場合のＳＰの気持ち/大学へ

来る意識/参加条件を知り、２）遠隔ミーティングも

視野に入れ、３）感染の広がりを想定したＳＰが思う

参加時期、を調査した。 

ＳＰの心情を確認する１）の項目は、本学の感染予

防対策を説明することで、ＳＰの来校に対する抵抗

をできるだけ下げる事を想定した。また、すでに実証

済の学生のオンライン授業で用いている遠隔会議の

手法を使い、来校した場合に学生との直接対面では

なく、別室からも対応できる可能性を含めて、２）の

項目としてＳＰのビデオ会議の知識や意識および対応能力を調査した。さらに実習を運営するにあ

たり、既に策定されている実習カリキュラムにＳＰの参加時期の意識がフィットするかを確認する

ために、３）の項目でＳＰが思う参加時期を調査し、これらの結果からＳＰ参加人数の見積と、Ｓ

Ｐの利用を想定する実習科目にＳＰを割当て可能かといった見積と実習運用から､ＳＰ参加型の実

習実施の可否を見積った。 

３−④2021 年度実習への参加可能なＳＰの見積とＳＰ参加型実習数の決定 

３−③による事前実習参加の条件となるＳＰの意識を調査し、会員 91 名（95％）からの回答を得

た。調査内容を調査項目の回答やコメントからＳＰ担当者が総合的に判断し、事前実習への参加の

可能性についてランク（高い順に A；参加できる、B；条件が整えば参加できる、C；現状では参加

難しい、D；参加しない）付けした結果、A ランク３５名、条件や調整が必要な B ランク１３、合

計４８名の事前実習参加再開の可能性が見積もられた。この結果、ＳＰを利用する実習科目を絞る

方針とすれば、実習カリキュラムの実習期間内で必要なＳＰ数を配置できると判断された。これら

の検討から、2021 年度の事前実習では、実習３科目（これまで６科目）でＳＰ参加型実習の実施を

想定してＳＰの準備（ＳＰへの参加希望/スケジュール/配置確定連絡/シナリオ勉強会スケジュール

/確定実習スケジュール等の相互連絡と来校準備）が進められた。 

 

４．再開実習参加後のＳＰの意識調査 

全面的に中止されたＳＰ参加型実習の再開に当たっては、従前項目で説明された感染予防に必要

な対策の準備を進めてきた。実際にそれらの感染予防対策が、市民であるＳＰにどのように受け入

れられるかといったＳＰの立場からの評価やＳＰ自身の安心感が、今後のＳＰ運用のためにも極め

図３.実習参加する場合の「気持ち」調査項目事例 

ＳＰが思いを想定した項目を提示し、具体的な参加時期やその時
の参加条件となる社会状況を調査項目にし、その他は自由記載と
して情報収集した。 
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て重要であると考えられた。また、大学の感染予防対

策の評価にも直結し、本学の感染予防対策の有効性を

確かめることにも繋がると考えられた。そこで、2021

年度実習時までに準備された事前実習時の様々な対応

策の評価となる様に、ＳＰが実習に参加して受けた印

象について、参加前に期待した本学の対策と参加後で

感じた感染予防対策の有効性を、ＳＰのニーズにマッ

チしたか調査した。 

図４は、ＳＰが重視し事前実習参加に当たって期待

すると想定される感染予防対策の調査項目である。こ

れらの項目に該当するものを全て選択させ､ＳＰの意識を把握する事を目的とした。図５は、ＳＰ

からみた本学および事前実習内での感染予防対策の評価となる調査項目で、本学側とＳＰの受けと

めのマッチチングの計測を目的とした。これらの調査結

果は､途中集計として､全対象者の約 40 名の約 30％であ

る 12 名の回答を分析対象とした（最終集計とその分析

は別途研究対象として公開される予定である）。 

 

５．ＳＰが期待する感染予防の意識調査の結果 

「防疫状況」の項目では､「ＳＰ控え室」「ロールプレイ

の場所」「ＳＰ同士」の項目を全てのＳＰが選択し､ＳＰと

して実習に置かれる自身の場所を最も重視している事が

示された。ＳＰ担当側で検討された､「ワクチン接種」に

ついての選択率は 30％で､既に接種済ということから､重

視ポイントから外れていると考えられた。「防疫対応」の

項目では､「消毒用アルコールの設置」「マスクの着用」「フ

ェイスガードの着用」については､回答の 80％が一致して重視している事が示された。「実習システ

ム」の項目では､「実習の参加回数」について 60％が重視していた。 

 

６．本学とＳＰの感染予防対策のマッチング調査の結果 

５の「ＳＰが期待する項目」について､本学の対応を４段階の評価で数値化をねらった。図５の項

目の集計から、全項目の平均値は 3.2 以上となり､本学側の事前実習全体としての感染予防対策は､

ＳＰの期待通りとの評価を得ていることが示された。特に 3.5 以上の項目は､「防疫対応」としての

１「消毒用アルコールの設置」､２「マスクの着用」､３「フェイスガードの着用」､４「アクリル板

等の設置」で､１については 3.8 となり､「期待以上で安心」となった。 

一方で､１項目だけで 2.9 となったのは「防疫状況」の項目の､「ＳＰ控え室」である。実習前や合

間の控え場所となり､仲間とのコミュニケーションの場ともなるので､ＳＰによっては､ＳＰ同士の

間に十分な距離や､会話の抑制などができていないと感じる場合があると示された。これらの項目

図４.ＳＰが実習参加に重視する項目 

ＳＰが重視すると想定した項目を提示し、その他項
目は自由記載として情報収集した。 

図５.ＳＰと大学の対応のマッチング評価表 

感染予防対策について、ＳＰが重視する項目と大学が
実施した内容がマッチするかを調査する、マッチング
の評価表 
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の評価数値が２以下での感想コメントからも、同様の内容を記している回答からも、値が低下して

いると推察され、ＳＰ控え室のスペースやＳＰ間の感染予防行動の管理に課題がある事が示された。

2021 年度の実習では､学生の実習密度を下げるために､４グループ制とし､実習科目によっては複数

の実習室を同時に利用など、実習フロアの実習室利用がほぼフル稼働となった。その結果､フェイス

シールドやマスクといった部材保管､シミュレーターなどの実習教材の収納、実習外の実習室利用

など、通常であれば余裕ある実習スペースが、ＳＰ控え室でそれらと共用となり､十分なスペースが

得られなかったと考えられる。また、４グループ同時の実施は、教員の配置も配置可能な教員数で

飽和状態となり、教員が余力を持ってＳＰに対応することで運用上の不都合の気づきやその改善と

いった機動的な運用力の低下があったと考えられる。  

 

７．ＳＰ参加型事前実習のＳＰパフォーマンスの分析 

これまでの通常実習から感染予防対策としての装備や実習システムの変更が、１年間のＳＰ活動

の休止状態に重なって、ＳＰ活動の再開に障害となり、十分なＳＰパフォーマンスが得られないと

懸念された。しかし、実習内での学生間評価、教員評価や実技試験から、通常時と同様の結果が得

られた事より、再開までに重層的な対応準備や計画を進めて学生とのロールプレイを実施したこと

が効果的であったと考えられる。また、「再開実習参加後のＳＰの意識調査」で自由記載とした項目

や、実習後のＳＰからのフィードバック内容からも、ＳＰ自身が十分な満足を得ているものと推察

された。さらに、実習時の学生とＳＰとのロールプレイ時に、教員はセッション評価に入り､その場

面でＳＰパフォーマンスを直接観察する機会を得るが、感染予防対策の中でも、ＳＰによるシミュ

レーション・ロールプレイが十分実施できていることを、複数の教員間で確認した。 

 

８．ＩＰＥ実習における遠隔システムによるロールプレイの実施  

本学では、東京医科大学と多種職連携教育（ＩＰＥ；Interprofessional education）を実施してお

り、本学での実習場面担当は、模擬医師・看護師・薬剤師の医療チームによるＳＰへの入院の勧

奨・生活指導・服薬指導をシミュレーションする

実習であった。従来は、本学に学生やＳＰが集合

し、グループに分散してワークされてきた。2021

年度は、感染予防対策に従ってＳＰを加えたオン

ライによる遠隔面談を設定して 10 月に実施され

た。ＳＰは、本学実習施設から教員が設定し操作

する Zoom によるビデオ会議システムから参加す

る仕組みである（図６）。本学前期の事前実習に

続くＳＰ活動であり、事前実習を再開するにあた

り導入を検討したビデオ会議システムによるＳＰ

のロールプレイが実施可能であることを実証し

た。ＩＰＥは週１回合計３回、２名のＳＰがロールプレイに参加し同時に４ブースで実施され、合

計２６名のＳＰ研究会会員が参加した。４ブースの教員はＳＰの管理と学生のロールプレイを評価

図６.ビデオ会議システムによるＳＰ面談 

担当教員が機器を運用して､Zoom によるビデオ会議システムを通し
て、SP が IPE に参加してロールプレイを実施する場面の事例で､Ｐ
Ｃのカメラを通してビデオ会議に参加し､大画面に画面共有してよ
り臨場感を得ることをねらった。同時に､教員の運用管理にも役立
っている。 
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してフィードバックするが、教員側からのＳＰロールプレイ観察から、対面時と同等で十分なＳＰ

パフォーマンスを発揮できる事が確認された。また、Zoom によるビデオ会議システムは録画が可

能であり、ＳＰの振り返りにも有効で、今後のＳＰへのフィードバックへの活用が期待される。 

 

９．標準模擬患者（ＳｔＰ）への参加状況からみたＳＰの感染予防対策後の意識の分析 

2021 年度 OSCE は、2020 年度に引き続いて３領域３科目の試験が実施され、標準模擬患者（Ｓｔ

Ｐ）が必要な情報系の１科目が含まれた。本学では OSCE 前の振り返りとなる、復習の実習（実務

実習事前学習Ⅱ）が実施され、学生は取得済みの事前実習の内容を復習プログラムで自習的に復習

できる。実習の基本システムは、前期の感染予防対策同様に実施され、OSCE の動作（時間配分・

評価・感染予防）を再確認できる実習でもある。またＳＰパフォーマンスを維持するために､例年実

施されてきたこの実習へのＳＰ参加は、2020 年度は休止したが､2021 年度から再開となった。 

この復習の実習には、事前実習に参加したＳＰ研究会会員の中から 42 名が参加した。さらにこの

中から 33 名が 2021 年度 OSCE の募集に応じてＳｔＰとして参加した。この参加状況は、この感染

症の広がりの状況下で事前実習への参加を控えた人数を差し引いた数である 2021 年度のＳＰ活動

可能な人数約 48 名中の割合（69％）に対して、2019 年度の通常時の OSCE 実施の 1 科目当たりの

参加人数 26 名（通常時は２日間で２科目実施され、2019 年度は１日１科目で 26 名参加になるよう

調整されて､2 日間で重複参加含めて合計 48 名が参加した）と比較しても､同等の割合となった。こ

れは本学の感染予防対策による安心感が､試験内でＳｔＰとして相当数のロールプレイする事（実

習よりも長い時間の拘束）への不安を低めた結果と評価できる。 
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